












An Interpretation of the Fourth Phrase of the 2005th Poem in Manyo四・'shu


















































































10/2035 年にありて(年有而)今かまくらむ ぬばたまの夜霧隠れる 違姿の手を

































































05/0800 ・ーうけ沓を 賎主之ゑごとく(蕊悠譲渡其等久)踏み脱きて 行く
等波)
は(由久智布よと
15/3638 これやこの 名に負ふ鳴門の 渦潮に 玉涼刈るとふ(多麻毛可流登布)海人娘子ども
古今集381 別れてふ ことは邑にも あらなくに心にしみて わびしかるらむ
ょのf7~から、現代語のと言う j に対応する諾は万葉集では「ちふ」または「とふ」、古今和歌集では「て
ふJであったことがわかる。いずれも「といふ=と言ふJの音変化であることは疑いなく、「ちふ」、「とふ」、
「てふj は互いに音韻変化形だと考えられる。したがってこれらの僻から想復して、 I~ と言ってj を意味
する「ててJ と「とてJ が互いに音韻変化形だ、ったとしても不思議はない。ただし、 I~ と言う j の;場合は
「とふj が万葉集、「てふJ が吉今和歌集であるのに対して、 I~ と言ってJ の場合は「ててj が万葉集、「と
てjが吉今和歌集であり、「て」と「とjの関係が時代的に逆になっている。しかしここで大事なことは、













05/0897 . 騒く子どもを 打棄てては(宇都主々波)死には知らず..• 
20/4465 ...見る人の 語り次てて(可多盟都翠盟主主)聞く人の..• 
このニつの「ててJ はいず、れも平安時代以降の「とてJ、すなわち I~ と言ってJ の意味に解するのがもっ
とも歌の文服に合う。まず第一例 (897番歌)から検討しよう。「うつJは「捨(楽)てるjという意味の
110 竹~I三政Tf，西 晃央





































































子孫の いや継ぎ継ぎに 見る入の語り次てて(可多里都翠豆尽)聞く人の 鑑にせむを あたら
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